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将来の赤道湧昇変化のメカニズム：CMIP5モデル横断解析
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　太平洋と大西洋における将来の湧昇変化を，第五次気候モデル相互比較プロジェクト(CMIP5)の24モデル出

力を用いて調査を行った．使用したのは，過去再現実験(historical)と温暖化が最も急速に進展するRCP8.5シナ

リオ実験である．湧昇についてのCMIP5モデルの解析では初めて海洋の3次元の速度成分を推定して解析に用

い，湧昇流速を密度面に直交する成分と密度面に平行な成分とに分離した．この湧昇流の成分分析と湧昇の変

化についての複数モデル回帰分析を組み合わせることで，モデル間のばらつきとモデル平均が，共に二つのメ

カニズムで説明されることが示された．一つは表面付近の密度面に直交する湧昇流の弱化で，これはエクマン

流の南北発散が弱まることによって生じる．他の一つは密度面に平行な湧昇流の弱化で，これは75-200mの赤

道潜流のコア深度付近で生じ，その原因は赤道潜流の平坦化による．すなわち太平洋の西で深く東で浅い深度

を東に流れる赤道潜流が，その西側での深度が浅くなって平坦化することで，湧昇が弱化するのである．両者

のメカニズムとも，赤道東太平洋における貿易風の弱化によって引き起こされる．赤道大西洋では，モデル平

均の湧昇流弱化もモデル間の湧昇流のばらつきも，貿易風の弱化および成層強化と関係するが，後者の二つの

原因は赤道大西洋では独立ではないため，どちらが主な原因であるかを判断することは困難である．太平洋の

湧昇流の変化が，異なる深度では異なるメカニズムによって生じることは，湧昇がもたらす影響を論じる上で

重要である．大気に重要な海洋表面水温への湧昇の影響はエクマン湧昇の弱化が，より深い水深での湧昇が担

う有光層への栄養分供給には赤道潜流の平坦化が，重要な役割を担うであろう．
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